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私
は
、
国
立
国
語
研
究
所
が
開
発
し
て
い
る
言
語
資
源
、
コ
ー
パ
ス
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。
ま
ず
コ
ー
パ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
、
次
に
こ
れ
ま
で
の

コ
ー
パ
ス
整
備
の
経
緯
と
こ
れ
か
ら
の
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
、
近
年
に

開
発
し
た
い
く
つ
か
の
コ
ー
パ
ス
を
紹
介
し
、
最
後
に
コ
ー
パ
ス
を
使
う
と
ど
の

よ
う
な
検
索
が
で
き
る
か
検
索
例
を
お
示
し
し
ま
す
。

な
ぜ
コ
ー
パ
ス
が
必
要
か

コ
ー
パ
ス
と
は
、
言
語
を
研
究
す
る
た
め
に
大
量
の
用
例
を
組
織
的
に
収
集
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
効
率
的
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
デ
ー
タ
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
コ
ー
パ
ス
が
必
要
か
。
そ
れ
は
言
語
に
は
大
き
な
多
様
性
が
あ

る
か
ら
で
す
。
多
様
性
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、
単
に
頭
で
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
、

言
語
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
（
図
1
）。

世
界
に
何
千
種
類
も
言
語
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
言
語
は
多
様
な
の
で
す
が
、

一
つ
の
言
語
、
例
え
ば
日
本
語
の
内
部
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
多
様
性
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
言
語
内
多
様
性
の
源
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
歴
史
的
な
多
様
性
と
地
理
的
な
多
様
性
で
し
ょ
う
。
言
語
は
時
間
と
と
も

に
変
化
し
ま
す
。
そ
れ
が
歴
史
的
な
多
様
性

を
生
み
出
し
ま
す
。
変
化
の
な
か
に
は
日
本

語
独
自
の
変
化
も
、
外
国
語
か
ら
の
影
響
に

よ
る
変
化
も
あ
り
ま
す
。
古
く
は
中
国
語
、

近
年
で
は
英
語
が
代
表
的
な
外
国
語
で
す
。

地
理
的
な
多
様
性
、
つ
ま
り
方
言
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
さ
き
ほ
ど
木
部
先
生
の
お
話
の

テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で
、
省
略
し
ま
す
。

言
語
に
は
創
造
的
使
用
と
呼
ば
れ
る
変
化

も
生
じ
ま
す
。
言
語
、
表
現
に
は
一
定
の
意

味
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
変

化
さ
せ
て
使
う
の
が
創
造
的
使
用
で
す
。
最

近
「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
評
価
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
そ
の
一
例
で
す
。

そ
の
他
、
近
年
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
多

様
性
の
要
因
と
し
て
、
日
本
語
を
母
語
と
し

〈
ウ
チ
か
ら
見
た
日
本
語
の
多
様
性
〉

言
語
研
究
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

〜
日
本
語
コ
ー
パ
ス
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
〜

言
語
資
源
研
究
系
教
授
　
前
川 

喜
久
雄

講
演

前川 喜久雄（まえかわ きくお）
言語資源研究系教授。博士（学術）（東京工業大学）。音声学が専
門ですが、自発音声の研究のために『日本語話し言葉コーパス』
（CSJ）の開発に携わったことがきっかけとなって、1999年来
コーパスの設計と実装に深く関係するようになりました。そ
のため最近では第二の専門として言語資源学をなのっています。
主な著書は『講座日本語コーパス』（朝倉書店）、A Frequency 
Dictionary of Japanese（Routledge）、『音声は何を伝えている
か』（コロナ社）など。
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な
い
人
た
ち
が
使
う
日
本
語
が
あ
り
ま
す
。
学
習
者
の
日
本
語
で
す
。
さ
ら
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
つ
く
り
だ
す
日
本
語
（
機
械
翻
訳
）
も
、
今
後
、
多
様
性
の
源
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
何
が
原
因
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
語
に
ふ
た
つ
以
上

の
語
形
が
あ
っ
て
、
明
瞭
な
規
則
性
も
な
し
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
日
本
」
が
ニ
ホ
ン
か
ニ
ッ
ポ
ン
か
、「
矢
張
り
」
が
「
ヤ
ハ
リ
」
か
「
ヤ
ッ
パ
リ
」
か

「
ヤ
ハ
シ
」
か
、
等
々
。
こ
れ
ら
は
一
種
の
確
率
的
な
変
動
で
あ
っ
て
、
言
語
の
変

異
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
言
語
内
多
様
性
を
正
確
に
把
握
し
た
い
の
で
す
が
、
で
は

ど
う
や
っ
て
把
握
す
る
か
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
こ
ん
な
の
が
あ
る
、
あ
ん
な
の

も
あ
る
と
い
っ
て
も
、
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
客
観
的
な
方
法
で
調
べ
た
デ
ー

タ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ
に
求
め
ら
れ
る
特
性
と
し
て
は
、
以

下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。

ま
ず
、
頭
で
つ
く
り
だ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
こ
と（
実
用
例
で
あ
る
こ
と
）。
第
二
に
、
対
象
と
な
る
言
語
の
一

部
分
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
を
偏
り
な
く
代
表
す
る
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

（
均
衡
性
）。
第
三
に
、
で
き
る
だ
け
大
量
の
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
（
大
規
模
性
）。

第
四
に
、
検
索
用
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

検
索
で
き
る
こ
と
。
最
後
に
、
デ
ー
タ
を
つ
く
っ
た
人
だ
け
が
利
用
し
た
り
、
あ

る
特
殊
な
機
関
に
所
属
し
て
い
る
人
間
だ
け
が
使
え
る
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
が

利
用
で
き
る
公
開
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
条
件
を
備
え
た
デ
ー
タ
の
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
コ
ー
パ
ス

（corpus

）
と
呼
ぶ
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
コ
ー
パ
ス
を
構
築
・
利
用
す
る
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
検
索
ツ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
コ
ー
パ
ス
か
ら
二
次
的
に
派
生
さ
れ
た
種
々

の
二
次
的
デ
ー
タ（
例
え
ば
辞
書
）な
ど
も
ふ
く
め
て
、
言
語

資
源（language resources

）と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
語
研
に
よ
る
コ
ー
パ
ス
開
発
の
経
緯

こ
れ
ま
で
の
国
語
研
究
所
に
よ
る
コ
ー
パ
ス
開
発
の
経
緯

を
ま
と
め
て
み
ま
す
。
国
語
研
究
所
は
一
九
四
八
年
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
直
後
の
一
九
五
○
年
代
か
ら
、
新
聞
、
雑
誌

な
ど
を
対
象
と
し
た
各
種
の
「
語
彙
調
査
」
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
簡
単
に
い
え
ば
、
共
通
語
の
語
彙
を
確
定

す
る
た
め
の
基
礎
調
査
で
し
た
。
方
法
論
的
に
は
優
れ
た
こ

と
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
デ
ー
タ
を
公
開

図1　言語内多様性

図2　言語内多様性を把握する手段

・ 多様性の源
 －歴史的多様性
 　・内発的変化
 　・外国語の影響
 －地理的多様性
 －創造的使用
 －確率的変動（言語変異）
 －その他
 　・非母語話者
 　・機械翻訳

・直観だけでは把握できない（例は後で）
・ 客観的なデータが必要
－本当に使われたことのある用例のデータ
－対象を偏りなく代表するデータ
－できるだけ大量のデータ
－検索用の情報がついたデータ
－コンピュータで利用できる形式（機械可
読形式）のデータ

－誰でも利用可能な公開されたデータ

言語コーパス（corpus）の整備
～言語資源（language resources）の整備
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し
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
語
研
の
研
究
者
が
使
っ
て
、

結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
て
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
で

し
た
。
そ
の
意
味
で
コ
ー
パ
ス
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

国
語
研
が
コ
ー
パ
ス
を
開
発
し
は
じ
め
た
の
は
は

る
か
に
遅
く
、
一
九
九
○
年
代
末
か
ら
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
現
在
ま
で
に
構
築
し
て
き
た
代
表
的
な
日
本

語
コ
ー
パ
ス
を
図
3
に
示
し
ま
す
。

最
初
に
公
開
し
た
の
は
『
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー

パ
ス（
C
S
J
）』（
構
築
一
九
九
九
〜
二
○
○
三
年

度
、
公
開
二
○
○
四
年
）
で
し
た
。
こ
れ
は
現
代
語

の
話
し
言
葉
を
対
象
と
し
た
コ
ー
パ
ス
で
す
。
次

は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
書
き
言
葉
を

対
象
と
し
た
『
太
陽
コ
ー
パ
ス
』（
構
築
一
九
九
五
〜

二
○
○
四
年
度
、
公
開
二
○
○
五
年
）。『
太
陽
』
と

い
う
の
は
当
時
広
く
読
ま
れ
た
総
合
雑
誌
の
名
前
で
す
。
三
番
目
の『
現
代
日
本

語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス（
B
C
C
W
J
）』（
構
築
二
○
○
六
〜
二
○
一
○
年

度
、
公
開
二
○
一
一
年
）
は
、
現
代
語
の
書
き
言
葉
を
、
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
・

白
書
・
広
報
誌
・
ネ
ッ
ト
掲
示
板
・
ブ
ロ
グ
・
詩
歌
・
法
律
な
ど
幅
広
く
収
集
し

た
も
の
で
、
現
在
も
っ
と
も
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
書
き
言
葉
の
コ
ー
パ
ス
で

す
。
規
模
は
ち
ょ
う
ど
一
億
語
で
す
。

『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス（
C
H
J
）』（
構
築
二
○
一
○
〜
）
は
、
奈
良
時
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
過
去
の
日
本
語
を
対
象
と
し
た
コ
ー
パ
ス
で
、
現

在
も
構
築
中
で
す
が
、
一
部
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
史
の
研
究
者
に
と
っ

て
は
必
須
の
コ
ー
パ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
国
語
研
日
本
語
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス

（
N
W
J
C
）』（
構
築
二
○
一
一
〜
二
○
一
五
年
）

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
日
本
語
を
大
量
に
収
集

し
た
も
の
で
、
規
模
は
二
百
五
十
億
語
あ
り
ま

す
。
来
年
度
（
二
〇
一
六
年
度
）
に
公
開
の
予
定

で
す
。
さ
ら
に
、
き
ょ
う
の
ち
ほ
ど
迫
田
先
生
の

お
話
し
に
出
て
く
る
『
多
言
語
母
語
の
日
本
語
学

習
者
横
断
コ
ー
パ
ス（
I
‐
J
A
S
）』
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
た
ち

の
言
語
行
動
を
記
録
し
た
コ
ー
パ
ス
で
、
近
日
公

開
予
定
で
す
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
一
九
九
○
年
代
末
に
も
ど

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
期
に
、
日
本
語
学
の
研
究

者
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
た
日
本
語
の
デ
ー
タ

に
は
図
4
に
示
す
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
現
代
語
に
つ
い
て
は
、
毎
日
新
聞
な
ど

の
新
聞
社
が
有
償
で
公
開
す
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
古

い
時
代
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
著
作
権
の
切
れ
た
文
芸
作
品
を
も
と
に
し
た
青
空

文
庫
が
使
え
ま
し
た
。
新
潮
社
が
過
去
の
文
芸
作
品
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
『
新
潮

文
庫
の
百
冊
』
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
著
作
権
の
問
題
が
解
消

さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。
こ
れ
が
す
べ
て
で
す
。
日
本
語
の
全
体
像

を
知
る
に
は
、
明
ら
か
に
偏
っ
た
デ
ー
タ
で
す
。

そ
こ
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
頑
張
っ
て
き
て
現
在
の
整
備
状
況
を
示
し
た
の
が
図
5

で
す
。
さ
き
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
書
き
言
葉
に
関
し
て
は
『
現
代
日
本
語
書
き

言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
が
あ
り
、
話
し
言
葉
に
つ
い
て
は
『
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー

図3　国語研によるコーパス開発の経緯

・ 1950年代から各種「語彙調査」を実施してきたが
データは公開しなかった

・ 1990年代末にコーパス開発始動
－『日本語話し言葉コーパス（CSJ）』 
（構築 1999～ 2003、公開2004）
－『太陽コーパス』（構築 1995～ 2005、 公開2005）
－『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』
（構築 2006～ 2011、 公開2011）
－『日本語歴史コーパス（CHJ）』 
（構築2010～、 段階的に公開）
－『国語研日本語ウェブコーパス（NWJC)』 
（構築2011～ 2015、 公開2016予定）
－『多言語母語の日本語学習者横断コーパス
（I-JAS）』（構築2012～、 部分試験公開2016） 

 迫田の発表
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パ
ス
』
が
あ
り
ま
す
。
近
代
語
の
各
種
雑
誌
の
コ
ー
パ
ス（『
明
六
雑
誌
』『
国
民
の

友
』
な
ど
）
に
く
わ
え
て
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
の
う
ち
、
平
安
時
代
と
室

町
時
代
の
デ
ー
タ
が
現
時
点
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
年
間
で
か
な
り
進
ん
で
は
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
い
ろ
い

ろ
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
六
、七
年
の
期
間
に
な
に
を
す
る
か

と
い
う
と
、
図
6
の
よ
う
な
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
触
れ
た
、『
国
語
研
日
本
語
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス（
N
W
J
C
）』、
対
話
と

か
、
多
人
数
の
会
話
を
記
録
し
た
、
日
常
会
話
の
コ
ー
パ
ス
、
方
言
の
コ
ー
パ
ス
、

日
本
語
学
習
者
の
コ
ー
パ
ス（
I
‐
J
A
S
）、
そ
し
て
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ

ス
』
も
上
代
や
鎌
倉
時
代
の
デ
ー
タ
を
充
実
さ
せ
て
い
き
、
奈
良
時
代
か
ら
現
代

ま
で
、
細
い
線
で
よ
い
か
ら
な
ん
と
か
つ
な
が
る
よ
う
に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

も
う
少
し
別
の
見
方
を
す
る
と
図
7
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
時
間
の
軸
が
あ

り
、
話
し
言
葉
や
書
き
言
葉
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
位
相
の
軸
が
あ
っ
て
、
そ
の
上

に
地
理
的
な
差
異
、
そ
し
て
話
し
手
の
母
語
の
影
響
を
い
れ
る
多
次
元
空
間
が
、

日
本
語
の
内
的
多
様
性
の
全
体
で
す
。
今
後
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
、
こ
の
空
間

全
体
を
対
象
と
し
て
、
包
括
的
な
コ
ー
パ
ス
検
索
を
可
能
に
す
る
利
用
環
境
を
整

備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

図4　日本語コーパス整備の経緯Ⅰ：1990年代

図5　日本語コーパス整備の経緯Ⅱ：現状

図6　日本語コーパス整備の経緯Ⅲ：2021年の目標

図7　各種コーパスの相互関係
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オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
ツ
ー
ル

さ
て
、
こ
う
い
っ
た
コ
ー
パ
ス
は
、
公
開
し
た
だ
け
で
は
あ
ま
り
活
用
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
コ
ー
パ
ス
の
デ
ー
タ
は
複
雑
な
構
造
を
し
て
い
る
の
で
、
検
索
に

は
か
な
り
高
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
か
ら
は
、
検
索
用
ツ
ー
ル
も
あ
わ
せ

て
公
開
し
、
継
続
的
に
作
り
こ
む
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、『
少
納
言
』
と

『
中
納
言
』
と
い
う
二
種
類
の
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
ツ
ー
ル
が
稼
働
し
て
お
り
、
今
年

の
秋
か
ら
は
新
た
に
『
梵
天
』
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
も
公
開
す
る
予
定
で
す

（
図
8
）。

一
番
広
く
使
わ
れ
て
い
る
検
索
ツ
ー
ル
は
『
少
納
言
』
で
す
。
こ
れ
は
登
録
不
要

で
ど
な
た
に
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
現
在
は
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡

コ
ー
パ
ス
』
の
デ
ー
タ
一
億
語
を
対
象
と
し
て
お
り
、
年
間
で
八
〇
万
回
程
度
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
中
納
言
』
で
は
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
と
『
日
本
語
歴
史

コ
ー
パ
ス
』
の
デ
ー
タ
を
形
態
論
の
情
報
を
利
用
し
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、

年
間
で
三
〇
万
件
ほ
ど
の
検
索
が
あ
り
ま
す
。
近
日
中
に
『
多
言
語
母
語
の
日
本

語
学
習
者
横
断
コ
ー
パ
ス（
I
‐
J
A
S
）』
も
『
中
納
言
』
で
検
索
可
能
に
な
る
予

定
で
す
。『
中
納
言
』
の
利
用
も
無
償
で
す
が
、
著
作
権
保
護
の
関
係
で
利
用
申
請

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

図
9
は
『
中
納
言
』
の
検
索
結
果
画
面
で
す
。
検
索
し
て
い
る
の
は
、
動
詞
「
そ

び
え
る
」
の
終
止
形
が
、
そ
れ
自
身
で
文
末
を
構
成
し
て
い
る
例
で
す
。
画
面
が

細
か
す
ぎ
て
よ
く
見
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
用
例
を

み
る
と
検
索
対
象
の
動
詞
は
「
そ
び
え
る
」
と
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
た
り
、「
聳

え
る
」
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
表
記
さ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
表
面

的
な
表
記
の
相
違
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
す
べ
て
の
用
例
を
検
索
で
き
る
の
が
、
解
体

論
情
報
を
使
っ
た
検
索
の
強
み
で
す
。
も
ち
ろ
ん
種
々
の
活
用
形
の
違
い
な
ど
も

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ

ス
』
に
は
、
ど
こ
が
文
末
か
の
情
報
も
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
検
索
に

図8　オンライン検索ツール

文字列検索ツール
『少納言』2007
・登録不要
・BCCWJ（1億語）が対象

形態論情報検索ツール
『中納言』 2010
・要登録（無償）
・BCCWJとCHJが対象

超大規模コーパス
検索ツール『梵天』
（開発中、 2016公開予定）
・NWJCに対する、文字列
検索、形態論情報検索、
係り受け検索
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利
用
で
き
ま
す
。

図
10
は
、『
中
納
言
』
の
検
索

条
件
指
定
画
面
で
す
。
単
語
が

「
そ
び
え
る
」、
活
用
形
が
終
止

形
で
、
文
末
か
ら
二
語
以
内
に
あ

る
例
を
探
せ
、
と
指
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
指
定
を
行
う

と
、
内
部
的
に
は
検
索
式
が
形
成

さ
れ
（
図
11
）、
こ
れ
を
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
自
分
が
ど
ん
な
検
索
を
し
た

か
を
す
べ
て
記
録
に
残
し
て
お
く

こ
と
が
で
き
、
後
日
、
同
じ
検
索

を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

図
12
は『
国
語
研
日
本
語
ウ
ェ

ブ
コ
ー
パ
ス
』
の
た
め
に
開
発
中

の
オ
ン
ラ
イ
ン
検
察
ツ
ー
ル『
梵

天
』
の
画
面
で
す
。
動
詞
の「
そ

び
え
る
」
を
検
索
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

山
が
そ
び
え
る
、
ビ
ル
が
そ
び
え

る
、
の
よ
う
に
「
名
詞
＋
が
」
が

「
そ
び
え
る
」
を
修
飾
し
て
い
る
例

図9　『中納言』の検索結果画面

図10　『中納言』：検索条件指定画面

動詞「そびえる」の終止形がそれ自身で文末を構成している例
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（
両
者
が
係
り
受
け
の
関
係
に
あ
る
例
）
を
検
索

し
て
い
ま
す
。
図
13
が
検
索
結
果
で
す
。
係
り

受
け
の
関
係
に
あ
る
語
は
隣
接
し
て
い
る
と
は

か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、「
櫓
が
ひ
と
き
わ

そ
び
え
る
」
の
よ
う
に
、
あ
い
だ
に
一
語
入
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
用

例
も
検
索
で
き
ま
す
。
な
か
に
は
、「
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
、
そ
の
名
の
通
り
虹
の
よ
う

な
空
に
弧
を
描
い
て
東
京
湾
の
出
口
に
高
く
そ

び
え
て
い
る
」
の
よ
う
に
、
遠
距
離
の
係
り
受

け
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も

一
網
打
尽
に
ひ
っ
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ー
パ
ス
が
捉
え
た
現
代
日
本
語
の

変
異 さ

て
、
こ
こ
か
ら
は
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
て

現
代
日
本
語
の
多
様
性
の
実
態
を
調
べ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
と
り
あ
げ
る
の
は
、
い

ず
れ
も
内
省
す
る
の
が
難
し
い
例
で
す
（
図

14
）。最

初
に
「
N
H
K
」
は
ど
の
よ
う
に
発
音
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？　

少
し
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
発
音
の
仕
方
が
あ
る

図11　『中納言』の検索式

キー : (語彙素 =“聳える”AND 活用形 LIKE“終止形%”)  
WITHIN 2 WORDS FROM 文末 WITH OPTIONS unit= 
“1”AND tglBunKugiri=“#”AND tglWords=“20”AND 
limitToSelfSentence=“ 0”AND tglKugiri=“ |”AND 
endOfLine=“CRLF”AND encoding=“UTF-16LE”AND 
tglFixVariable=“2”

動詞「そびえる」の終止形がそれだけで文末を構成してい
る例を検索した際に自動生成される検索式。保存して再
利用できる。

図12　『国語研日本語ウェブコーパス』オンライン検索ツール『梵天』
「名詞＋が」が「そびえる」を修飾している（係っている）例の検索
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こ
と
は
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い

あ
っ
て
、
ど
れ
が
一
番
多
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
、
ら
抜
き
こ
と
ば
の
「
来

ら
れ
る
」
と
「
来
れ
る
」
は
、
話
し
言
葉
で
検
索

し
た
と
き
、
ど
っ
ち
が
多
い
か
？　

こ
れ
に
つ

い
て
は
、
皆
さ
ん
意
見
が
一
致
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
れ
く
ら
い
多
い
か
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
動
詞
に
「
で
す
」
が
つ
く
、「
読
む

で
す
」「
行
く
で
す
」
の
形
。
話
し
言
葉
で
使
う

人
は
い
そ
う
で
す
が
、
書
く
人
は
い
る
で
し
ょ

う
か
？　

も
う
一
つ
、
可
能
の
意
味
で
「
読
め
る
」「
行

け
る
」
で
は
な
く
、「
読
め
れ
る
」「
行
け
れ
る
」

と
書
く
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
か
？　

そ
ん
な

人
は
い
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
、「
〜
し
そ
う
に
な
い
」
と
「
〜
し
な

さ
そ
う
」
は
ど
ち
ら
が
多
い
か
？　
「
〜
す
べ
き

で
な
い
」
と
「
〜
し
な
い
べ
き
」
で
は
ど
う
か
？　

少
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
実
際
の
検
索
結
果
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
、「
N
H
K
」
に
つ
い
て
は
、
図

図13　係り受け検索結果の画面

図14　内省してみてください

・「NHK」はどのように発音されているか？
・「来られる」と「来れる」は話し言葉でどちらが多いか？
・「読むです」「行くです」等と書く人はいるか？
・「読めれる」「行けれる」は？
・「～しそうにない」と「～しなさそう」はどちらが多いか？
・「～すべきでない」と「～しないべき」は？
・Etc.
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15
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
『
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
に
記
録
さ
れ

た
日
本
語
の
独
話
デ
ー
タ
の
分
析
で
す
が
、
一
位
は
「
エ
ヌ
エ
チ
ケ
ー
」
で
、
圧
倒

的
に
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
圧
倒
的
な
一
位
な
の
で
す
が
、

こ
れ
を
あ
て
ら
れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

日
本
語
の
発
音
辞
典
と
し
て
有
名
な
N
H
K
の
も
の
と
三
省
堂
の
も
の
を
調
べ

て
み
る
と
、
一
位
の
「
エ
ヌ
エ
チ
ケ
ー
」
だ
け
で
な
く
、
二
位
の
「
エ
ネ
ー
チ
ケ
ー
」

も
み
だ
し
に
の
っ
て
い
ま
せ
ん
。
三
位
の
「
エ
ヌ
エ
ッ
チ
ケ
ー
」
と
「
エ
ヌ
エ
イ
チ

ケ
ー
」
が
で
て
く
る
だ
け
で
す
。
辞
典
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
方
針
が
あ
り
ま
す

か
ら
一
概
に
批
判
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実
態
を
捉
え
損
ね
て
い
る
こ
と
は
た
し
か

で
す
。

次
は
、
話
し
言
葉
で
「
来
ら
れ
る
」
と
「
来
れ
る
」
の
ど
ち
ら
が
多
い
か
。
こ
れ

は
い
う
ま
で
も
な
く
年
齢
差
と
関

係
し
て
い
ま
す
。
図
16
は
、
横
軸

が
話
者
の
生
ま
れ
た
年
代
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
の
左

半
分
は
文
化
庁
の
国
語
課
が
二
○

○
一
年
に
実
施
し
た
世
論
調
査
の

デ
ー
タ
で
、
ご
覧
の
通
り
、「
来

れ
る
」
の
ら
抜
き
言
葉
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
き
て
、
一
九
七
○
年
代

生
ま
れ
の
人
の
グ
ル
ー
プ
で
は

伝
統
的
な
「
来
ら
れ
る
」
を
逆
転

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
で

分
析
す
る
と
、
図
16
右
の
結
果
と
な
り
ま
す
。
全
体
の
パ
タ
ー
ン
は
同
じ
だ
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
逆
転
の
時
期
が
三
○
年
ズ
レ
て
い
ま
す
。
一
九
四

○
年
代
生
ま
れ
の
人
は
、
二
○
○
○
年
前
後
に
調
べ
た
と
き
、
す
で
に
逆
転
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
識
を
調
べ
た
場
合
と
、
実
際
の
言
語
行
動
を
調
べ
る

の
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ズ
レ
が
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
言
語
調
査
に
携
わ
る
者

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
書
き
言
葉
の
例
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、「
読
む
で
す
」「
行
く
で
す
」

等
の
「
動
詞
＋
で
す
」
の
形
（
図
17
、
1
行
目
）。
こ
れ
を
『
現
代
日
本
語
書
き
言

葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
で
調
べ
る
と
、
一
億
語
に
対
し
て
八
二
例
が
見
つ
か
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
二
五
〇
億
語
の『
国
語
研
日
本
語
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
』
の
検
索
で

は
一
二
、〇
〇
〇
例
近
く
み
つ
か
り
ま
す
（
念
の
た
め
に
注
意
し
て
お
く
と
『
国
語

研
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
』
は
現
在
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
作
成
中
で
あ
り
、
二
五
〇
億
語
全

体
が
検
索
さ
れ
て
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
以
下
同
様
で
す
）。

図
18
に
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
の
検
索
結
果
の
一
部
を
示

し
ま
し
た
。
村
上
春
樹
や
柳
田
邦
男
と
い
っ
た
有
名
な
著
述
家
の
書
い
た
文
章
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
『
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ド
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
に
で
て
く
る
例
は
、
マ
ッ
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
「
博
士
」

が
変
な
し
ゃ
べ
り
方
を
し
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
役
割
語
で
す
。
一
方
、
柳

田
さ
ん
の
例
は
そ
の
よ
う
な
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
、「
動
詞
＋
で
す
」

は
サ
ザ
エ
さ
ん
の
タ
ラ
ち
ゃ
ん
だ
け
で
な
く
、
書
き
言
葉
で
も
、
け
っ
こ
う
普
通

に
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
条
件
を
分
析
す
る
と
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
が
、
き
ょ
う
は
こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
。

次
は
可
能
を
表
す
「
読
め
れ
る
」「
行
け
れ
る
」
な
ど
の
形
。
可
能
動
詞
に
可
能

の
助
動
詞
が
つ
い
た
も
の
と
み
て
、
私
は
二
重
可
能
形
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
最

図15　『日本語話し言葉コーパス』の検索結果
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図16　『日本語話し言葉コーパス』の検索結果

図18　「動詞＋です。」

図17　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）と 
『国語研日本語ウェブコーパス』（NWJC）の検索結果

文化庁国語課による世論調査 2001 『日本語話し言葉コーパス』における行動
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近
で
は
音
の
特
徴
か
ら
「
レ
足
す

言
葉
」
と
呼
ぶ
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
、『
現
代
日
本
語
書

き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
に
は
六

例
し
か
な
く
、
ま
た
動
詞
も
「
行

く
」
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
と
間
違
い
か
な
あ
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、『
国
語
研
日
本

語
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
』
を
調
べ
る

と
、
多
く
の
動
詞
に
生
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
19
）。

二
百
五
十
億
語
と
い
う
規
模
が

も
の
を
い
っ
て
、
生
起
確
率
の
低

い
現
象
が
拾
い
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。次

の
「
〜
し
そ
う
に
な
い
」
と

「
〜
し
な
さ
そ
う
」
に
つ
い
て
、

普
通
、「
し
な
さ
そ
う
」
は
間
違

い
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ー
パ
ス
の
検
索
結
果
で
は
驚
く

べ
き
結
果
が
で
て
き
ま
す
（
図
17
、

3
行
目
）。
も
と
も
と
『
現
代
日

本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』

で
も
、「
〜
し
そ
う
に
な
い
」
が

図20　「～シナサソウ」

図19　「二重可能」（レ足す言葉）
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六
二
九
に
対
し
、「
〜
し
て
し
な
さ
そ
う
」
が
七
五
で
、「
〜
し
な
さ
そ
う
」
が

少
な
く
は
な
い
の
で
す
が
、
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
で
調
べ
る
と
、
一
七
、〇
〇
〇

に
対
し
て
一
一
、〇
〇
〇
く
ら
い
と
、
頻
度
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
も
は
や
誤
り
だ
と
切
っ
て
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。
ウ
ェ

ブ
コ
ー
パ
ス
で
は
、「
く
っ
つ
か
な
さ
そ
う
」「
反
抗
し
な
さ
そ
う
」「
許
さ
な

そ
う
」
な
ど
、
動
詞
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
で
て
き
ま
す
（
図
20
）。

「
〜
す
べ
き
で
な
い
」
と
「
〜
し
な
い
べ
き
」
で
は
、
前
者
が
正
し
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
誤
り
と
さ
れ
て
い
る
「
〜
し
な
い
べ
き
」
は
、『
国
語
研
日

本
語
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
』
で
も
さ
ほ
ど
多
く
は
観
察
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
分
布

パ
タ
ー
ン
が
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い（
図
21
）。「
萌
え
る
べ
き
な
の
か
、
萌

え
な
い
べ
き
な
の
か
」「
消
す
べ
き
か
、
消
さ
な
い
べ
き
か
」「
分
け
る
べ
き
だ

分
け
な
い
べ
き
だ
と
論
争
す
る
」
の
よ
う
な
文
脈
、（
ハ
ム
レ
ッ
ト
文
脈
と
私

は
呼
ん
で
い
ま
す
）
が
非
常
に
多
く
、
こ
の
文
脈
で
変
化
が
先
行
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

最
後
に
、
コ
ー
パ
ス
は
た
だ
大
き
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
と
い
う
例
を

示
し
ま
し
ょ
う
。
例
と
し
て
い
わ
ゆ
る
自
動
詞
の
「
泣
く
」
と
「
死
ぬ
」
が
目

的
語
を
伴
っ
て
他
動
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
検
索
し
ま
す
。「
〜

を
泣
く
」「
〜
を
死
ぬ
」
の
頻
度
は
非
常
に
低
い
も
の
の
、
絶
無
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
を
調
べ
る
と
、「
〜
を
泣

く
」
が
一
例
、「
〜
を
死
ぬ
」
が
四
例
見
つ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
『
国
語
研
日
本
語
ウ
ェ
ブ
コ
ー
パ
ス
』
を
調
べ
た
ら
も
っ

と
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
か
と
い
う
と
、
実
は
ま
っ
た
く
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
に
見
つ
か
っ
た
「
〜
を
死
ぬ
」

図21　「～シナイベキ」



26

は
す
べ
て
「
彼
は
自
分
の
死
を
死
ん
だ
経
験
者
だ
っ
た
」
の
よ
う
な
「
死
を
死
ぬ
」

の
例
で
あ
り
、
書
き
手
は
文
学
者
・
評
論
家
（
有
島
武
郎
、
田
村
隆
一
、五
島
勉
、

南
伸
坊
）
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
ま
す
。『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
で

は
、
韻
文
を
含
め
て
多
く
の
文
芸
書
が
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
も
ウ
ェ
ブ
に
は
日
本
語
の
文
学
作
品
は
あ
ま
り
載
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
規
模
は
大
き
く
な
く
て
も
、
綿
密
に
設
計
し
て
構
築
し
た
均
衡
コ
ー
パ
ス
に

は
固
有
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
示
す
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
と
め
に
か
え
て

最
後
に
、
言
語
資
源
を
整
備
す
る
と
、
今
後
の
言
語
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
を
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
話
の
後
半

で
紹
介
し
た
例
で
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
内
省
や
ア
ン
ケ
ー
ト

に
頼
ら
ず
言
語
内
多
様
性
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
例
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
コ
ー
パ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
言
語
内
多
様
性
を
実
際
の
言

語
行
動
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
研
究
す
る
可
能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
重

要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
、「
〜
し
な
さ
そ
う
」
の
よ
う
に
、
量

的
に
み
る
と
も
は
や
逆
転
が
生
じ
そ
う
な
現
象
の
場
合
、
そ
れ
で
も
「
〜
し
そ
う

に
な
い
」
が
正
し
く
て
「
〜
し
な
さ
そ
う
」
は
誤
り
だ
と
主
張
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
根
拠
を
き
ち
ん
と
示
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
す
。
単
な
る
直
観
で
は
説
明
に
な

り
ま
せ
ん
。

従
来
の
言
語
研
究
は
、
や
や
も
す
る
と
規
範
的
で
正
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
も

の
だ
け
を
対
象
と
し
て
進
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ー
パ
ス
の
存
在
を

前
提
と
し
た
今
後
の
研
究
で
は
、
正
し
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
実
際

に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
対
象
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
複
雑
多
様
な
言
語
現
象
を
過
度
に
単
純
化
せ
ず
、
複
雑
な
も
の
は

複
雑
な
ま
ま
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
従
来
の
言
語
研
究
法
に
く
わ
え
て
、
情
報
科
学
や
統
計
科
学
と
の
連
携
が
必

要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
昨
今
、
文
理
融
合
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
言
語
研
究
は
そ
の

好
例
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
で
私
の
発
表
を
お
し
ま
い
と
し
ま
す
。


